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人 口 調 べ

( 昭和46年6 月1 日現在)

世 帯　　　　183, 628
男　　　　　297, 301

女　　　　　285, 995

計　　　　　583, 296

( 前月 より1, 830 人増加)

も う す ぐ 夏 休 み

こ
ど
も
に
愛
の
目
注
意
の
目

親
子
で
話
し
合
い
を

区
と
教
育
委
員

会
で
は
、
こ
ど
も

の
交
通
事
故
、
水

の
事
故
、
青
少
年

の
不
良
化
防
止
に

努
め
て
い
ま
す
。

と
く
に
今
月
は
二

十
一
日
か
ら
始
ま
る
夏
休
み
を
前
に
、

こ
れ
ら
の
適
正
な
対
策
を
、
子
を
持
つ

お
母
さ
ん
が
た
を
は
じ
め
、
区
民
の
み

な
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
考
え
て
み
ま
し

ょ
う
。
夏
休
み
中
は
、
外
出
す
る
機
会

も
多
く
な
り
、
と
か
く
気
分
も
ゆ
る
み

が
ち
に
な
り
ま
す
。

交
通
事
故
の
防
止

昨
年
中
、
二
十
三
区
内
で
五
万
二
千

六
百
九
十
二
件
の
人
身
事
故
が
起
き
ま

し
た
。
こ
の
う
ち
死
亡
者
は
六
百
十
七

人
、
重
軽
傷
は
七
万
一
千
百
三
十
八
人

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

区
内
で
は
、
人
身
事
故
三
千
百
二
十

七
件
、
死
亡
六
十
七
人
、
重
軽
傷
四
千

六
十
名
で
し
た
が
、
す
で
に
、
今
年
に

な
っ
て
か
ら
三
月
末
ま
で
に
、
十
人
も

の
死
者
を
だ
し
て
お
り
ま
す
。

こ
ど
も
の
事
故
の
お
も
な
原
因
は
、(
1
)

道
路
へ
の
急
な
と
び
だ
し
　
(
2
)
車
の

直
前
・
直
後
横
断
　
(
3
)
幼
児
の
一
人
歩

き
　
(
4
)
路
上
遊
技
　
(
5
)
斜
め
横
断
な
ど

の
順
で
す
。

と
く
に
、
夏
休
み
に
な
る
と
、
昼
間

遊
ぶ
時
間
が
多
く
な
り
ま
す
か
ら
、
路

上
で
は
遊
ば
せ
な
い
よ
う
十
分
お
気
を

つ
け
く
だ
さ
い
。

水
の
事
故
防
止

昨
年
中
、水
に
お
ぼ
れ
て
死
ん
だ
青

少
年
は
東
京
都
全
体
で
三
十
人
、一
昨

年
に
比
べ
る
と
十
五
人
減
っ
て
お
り
ま

す
。区
内
で
の
事
故
件
数
は
七
件
(
十

歳
以
下
六
人
)
で
、
三
人
の
人
が
死
に

ま
し
た
。

区
で
は
、
こ
の
対
策
と
し
て
、
青
少

年
対
策
地
区
委
員
会
・
町
会
・
自
治
会

・
母
の
会
・
P
T
A

な
ど
と
協
力
し
て

「
水
辺
パ
ト
ロ
ー
ル
」
を
毎
年
行
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
区
内
各
警
察
署
で

も
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し
て
事
故
の
防

止
に
努
め
て
い
ま
す
。

七
・
八
月
は
事
故
が
め
だ
っ
て
ふ
え

る
時
で
す
。
各
家
庭
で
注
意
し
、
他
人

の
子
で
も
危
険
な
水
辺
で
遊
ん
で
い
る

の
を
み
た
ら
「
ひ
と
声
」
注
意
し
て
あ

げ
て
く
だ
さ
い
。

水
の
事
故
が
発
生
し
や
す
い
場
所

荒
川
・
中
川
・
綾
瀬
川
な
ど
の
河
川

/
毛
長
堀
・
梅
田
堀
・
千
住
堀
・
葛
西

用
水
な
ど
の
用
水
路
/
そ
の
他
排
水
路

やめよう! キケンな水遊び

接
着
剤
等
乱
用
防
止

心
身
の
発
達
上
、
も
っ
と
も
た
い
せ

つ
な
時
期
に
あ
る
青
少
年
に
と
っ
て
、

接
着
剤
や
シ
ン
ナ
ー
の
乱
用
は
、た
い

へ
ん
危
険
で
す
。　

こ
れ
を
乱
用
す
る
と
、内
臓
器
官
や

造
血
器
官
・
中
枢
神
経
に
障
害
を
起
こ

し
た
り
、死
亡
す
る
場
合
も
あ
り
、昨

年
中
、都
内
で
は
二
十
九
人
の
死
者
が

で
て
い
ま
す
。　

人
通
り
の
少
な
い
路
地
、家
の
片
す

み
な
ど
で
、乱
用
し
て
い
る
少
年
を
み

た
ら
、注
意
す
る
か
、一
一
〇
番
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。　

家
庭
で
話
し
合
い
を

こ
ど
も
の
事
故
防
止
は
、
家
庭
で
の

ふ
だ
ん
の
し
つ
け
が
、
な
に
よ
り
も
た

い
せ
つ
な
こ
と
で
す
。
区
で
は
、
こ
の

対
策
の
一
つ
と
し
て
「
家
庭
の
日
」
の

設
置
運
動
を
推
し
進
め
て
い
ま
す
。

健
全
な
青
少
年
を
育
て
る
に
は
、
楽

し
い
家
庭
が
絶
対
的
条
件
で
す
。
少
な

く
と
も
月
に
一
度
は
、
親
子
で
話
し
合

い
を
し
ま
し
ょ
う
。

園
児
を
募
集
し
ま
す

新
設
の
弘
道
保
育
園

区
で
は
、
人
口
の
増
加
に
伴
う
対
策

と
し
て
、
各
種
の
施
設
を
建
設
中
で
す

が
、そ
の
一
つ
に
保
育
園
が
あ
り
ま
す
。

こ
と
し
に
入
っ
て
か
ら
、
梅
田
保
育

園
(
梅
田
四
丁
目
一
―
一
五
)
、
栗
原

保
育
園
(
栗
原
一
四
六
〇
―
八
)
、
宮

城
保
育
園
(
宮
城
一
丁
目
五
―
六
―
一

〇
一
)
の
三
か
所
が
開
園
し
ま
し
た
。

ほ
か
に
、
辰
沼
保
育
園
(
辰
沼
町
都
営

ア
パ
ー
ト
内
)
、
六
木
保
育
園
(
六
木

町
都
営
ア
パ
ー
ト
内
)
、
元
町
保
育
園
(

千
住
元
町
都
営
ア
パ
ー
ト
内
)
の
三

か
所
が
既
に
園
児
募
集
を
終
え
、開
園

を
待
っ
て
い
ま
す
。

今
年
中
に
は
、
九
か
所
の
保
育
園
を

開
園
す
る
予
定
で
す
が
、
七
番
目
の
九

月
に
開
園
す
る
弘
道
保
育
園
(
弘
道
一

丁
目
七
　
弘
一
小
南
隣
)
の
園
児
を
募

集
し
ま
す
。
ご
希
望
の
か
た
は
、
次
の

要
領
に
よ
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
期
間

◇
七
月
十
五
日
(
木
)
か
ら
三
十
一
日
(

土
)
ま
で

申
し
込
み
場
所

◇
お
住
ま
い
を
所
管
す
る
福
祉
事
務

所▼
足
立
福
祉
事
務
所
　
千
住
柳
町
一

二
―
五
　
八
八
八
―
三
一
四
一

▼
中
部
福
祉
事
務
所
　
関
原
二
丁
目

一
〇
―
一
〇
　
八
八
九
―
一
四
八
一

▼
東
部
福
祉
事
務
所
　
東
綾
瀬
一
丁

目
五
―
一
七
　
六
〇
五
―
七
一
〇
一

▼
西
部
福
祉
事
務
所
　
鹿
浜
二
丁
目

二
四
―
二
　
八
九
七
―
五
〇
一
一

持
参
す
る
も
の

◇
昭
和
四
十
五
年
度
特
別
区
民
税
額
の

わ
か
る
も
の
(
課
税
証
明
書
・
特
別

徴
収
通
知
書
・
納
税
通
知
書
の
い
ず

れ
か
)

◇
昭
和
四
十
五
年
分
所
得
税
額
の
わ
か

る
も
の
(
課
税
証
明
書
・
源
泉
徴
収

票
・
納
税
通
知
書
の
い
ず
れ
か
)

◇
昭
和
四
十
五
年
度
固
定
資
産
税
額
の

わ
か
る
も
の
(
土
地
・
家
屋
を
お
持

ち
の
か
た
の
み
)

◇
印
か
ん

な
お
、
十
月
に
は
、
千
住
あ
ず
ま
保

育
園
(
千
住
東
二
丁
目
五
二
)
の
開
園

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
募
集
は
、
八
月

五
日
発
行
の
「
区
の
お
知
ら
せ
」
で
ご

案
内
し
ま
す
。

【
開
園
遅
延
の
お
わ
び
】

七
月
開
園
予
定
の
辰
沼
保
育
園
・
六

木
保
育
園
は
、
都
営
ア
パ
ー
ト
の
建
設

工
事
の
都
合
で
、
一
か
月
ほ
ど
開
園
が

遅
れ
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

夏
の
防
犯
運
動

七
月
二
十
一
日
か
ら
三
十
日
ま
で

「
夏
の
防
犯
運
動
」が
行
な
わ
れ
ま
す
。

夏
は
、
と
か
く
気
分
も
ゆ
る
み
が
ち

に
な
り
、
と
く
に
性
犯
罪
が
め
だ
っ
て

ふ
え
る
季
節
で
す
。

痴
か
ん
や
婦
女
暴
行
な
ど
の
被
害
者

は
、
小
学
校
低
学
年
の
児
童
に
ま
で
及

ん
で
お
り
、
路
上
が
も
っ
と
も
多
く
発

生
し
て
お
り
ま
す
。
被
害
の
防
止
は
、

暗
い
夜
道
を
ひ
と
り
で
通
行
中
に
う
け

る
被
害
が
多
い
こ
と
か
ら
も
、
夜
道
の

ひ
と
り
歩
き
を
さ
け
、
身
な
り
も
き
ち

ん
と
す
る
こ
と
で
す
。

かみ殺 された幼児 も
犬の放し飼い取締り強化

最
近
、
犬

に
か
ま
れ
る

事
故
が
非
常

に
ふ
え
て
い

ま
す
。
千
葉

県
下
で
は
、

幼
児
が
か
ま

れ
て
死
ん
で

し
ま
っ
た
悲

惨
な
事
故
も

起
こ
っ
て
い

ま
す
。

保
健
所
で

は
、
放
し
飼

い
や
野
犬
の
取
締
り
に
日
夜
努
力
し
て

い
ま
す
が
、
警
察
で
も
、
過
失
傷
害
罪

の
適
用
な
ど
で
、
違
反
飼
い
主
の
取
締

り
強
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

犬
を
飼
っ
て
い
る
方
、
こ
れ
か
ら
飼

お
う
と
す
る
方
は
、
他
人
に
迷
惑
を
か

け
な
い
よ
う
、
責
任
を
も
っ
て
飼
い
ま

し
ょ
う
。

な
お
、
犬
は
、
必
ず
年
一
回
の
登
録
(

鑑
札
)
と
、
春
・
秋
二
回
の
狂
犬
病
予

防
注
射
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

引
越
し
な
ど
、
家
の
つ
ご
う
で
犬
の

処
置
に
困
っ
た
と
き
は
、
保
健
所
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

命
を
救
っ
て
ま
す

あ
な
た
の
愛
の
献
血
が

区
で
は
、
交
通
事
故
や
病
気
な
ど

で
血
液
の
必
要
な
人
々
の
た
め
に
、

愛
の
献
血
運
動
を
推
し
進
め
て
い
ま

す
。と

く
に
、
夏
と
冬
は
献
血
し
て
く

だ
さ
る
方
が
非
常
に
少
な
く
な
り
ま

す
の
で
、
血
液
の
必
要
な
人
が
た
い

へ
ん
困
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
皆
さ

ん
も
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

町
会
や
会
社
な
ど
で
、
集
団
献
血

を
さ
れ
る
場
合
は
、
採
血
車
を
派
遣

し
ま
す
の
で
、
次
の
い
ず
れ
か
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
区
役
所
区
民
係

○
葛
飾
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

六
九
三
―
五
七
〇
一
～
二

な
お
、
足
立
区
献
血
運
動
推
進
協

議
会
(
会
長
足
立
区

長
岡
崎
十
止

雄
)
は
七
月
八
日
金
沢
市
で
、
献
血

運
動
推
進
の
功
に
よ
り
、
厚
生
大
臣

か
ら
感
謝
状
を
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
も
区
民
の
皆
さ
ん

の
献
血
に
対
す
る
ご
理
解
の
お
か
げ

で
す
。

こ
れ
を
機
に
、
な
お
一
層
「
愛
の

血
液
助
け
合
い
運
動
」
を
推
進
す
る

方
針
で
す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

七
月
の
移
動
採
血
日
程

▽
七
日
(
水
)
五
反
野
小
学
校

▽
十
二
日
(
月
)
第
十
六
出
張
所

▽
二
十
二
日
(
木
)
千
六
小
学
校

▽
二
十
八
日
(
水
)
花
畑
小
学
校

▽
三
十
日
(
金
)
北
千
住
駅
西
口

時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
十
時
か
ら

午
後
三
時
ま
で
で
す
。

小
児
ガ
ン
の
医
療

費
を
助
成
し
ま
す

東
京
都
で
は
、
こ
の
四
月
か
ら
小
児

ガ
ン
の
医
療
費
を
助
成
す
る
制
度
を
は

じ
め
ま
し
た
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
も
よ
り
の
保
健

所
に
お
尋
ね
く
た
さ
い
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ
へ

参
加
し
て
く
だ
さ
い

区
で
は
、
み
な
さ
ん
の
社
会
奉
仕
活

動
を
推
進
す
る
た
め
に
、
「
足
立
区
技

能
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ
」
を
四
十
二

年
九
月
に
結
成
し
、
自
主
的
、
組
織
的

に
公
私
立
の
福
祉
関
係
施
設
、
団
体
等

の
要
請
に
よ
る
奉
仕
活
動
を
続
け
て
い

ま
す
。

会
員
は
現
在
、
百
二
十
名
で
す
。
あ

な
た
も
善
意
を
社
会
福
祉
の
た
め
に
役

立
て
ま
せ
ん
か

。
会
員
の
登
録
は
、
区

社
会
福
祉
協
議
会
(
　
八
八
八
―
一
五

五
〇
)
で
で
き
ま
す
。

な
お
、
こ
れ
ら
会
員
の
か
た
が
た
に

お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
今
後
の
活
動
な

ど
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
懇
談
会
を
行

な
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
ど
う
ぞ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
八
月
五
日
(
木
)
午
後
六
時

か
ら
八
時

場
所
　
区
役
所
七
階
会
議
室

問
い
合
わ
せ
は
、
区
役
所
福
祉
係
へ

ど
う
ぞ
。

亜 硫 酸 ガ ス 測 定 結 果

( 新田定点)

5月平均　　　　　0. 038PPM

最高5/ 28午後5時　0. 26PPM

最低5/ 3午前2時　0. 007PPM

環境基準　　　　　0. 05PPM

文
化
会
館
一
時
休
館

音
響
設
備
改
修
工
事
の
た
め
、
八
月

二
日
(
月
)
か
ら
三
十
一
日
(
火
)
ま

で
、
一
時
休
館
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

お

礼

区
の
育
英
資
金
・

社
会
福
祉
事
業
の
た

め
に
と
、
次
の
か
た
が
た
か
ら
多
額
の

ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

小
川
健
雄
さ
ん
(
梅
島
三
丁
目
四
一

―
八
)
・
斉
藤
邦
雄
さ
ん
(
鹿
浜
一
丁

目
―
一
四
―
二
〇
)

■

趣

味

の

教

室

東
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
(
東
綾
瀬
一
丁
目
五
―
一
七
)
で
は
、
次
の

よ
う
な
、
楽
し
み
な
が
ら
基
礎
的
な
知
識
や
技
術
を
身
に
つ
け
ら
れ
る
趣

味
の
教
室
を
開
き
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

着
付
け
教
室
《
夏
物
》
　
日
時
―
七
月
六
日
(
火
)
午
前
十
時
　
講
師

―
こ
と
ぶ
き
会
美
容
部

料
理
教
室
《
夏
の
中
国
料
理
》
　
日
時
―
七
月
八
日
(
木
)
午
後
一
時

講
師
―
増
田
幸
永
氏

文
学
教
室
《
宇
治
拾
遺
物
語
》
　

日
時
―
七
月
九
日
(
金
)
午
後
一
時
三
〇
分
　
講
師
―
阿
川
昔
氏

音
楽
教
室
《
コ
ー
ラ
ス
》
　
日
時
―
七
月
十
日
(
土
)
午
後
三
時
　
講

師
―
池
田
輝
樹
氏

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
教
室
　
日
時
―
七
月
十
七
日
(
上
)
午
後
二
時

手
芸
教
室
《
木
目
込
人
形
》
　
日
時
―
七
月
二
十
日
(
火
)
午
後
一
時

講
師
―
勝
俣
寿
美
子
氏
(
材
料
費
千
五
百
円
)

生
花
教
室
《
古
流
》
　
日
時
―
七
月
二
十
三
日
(
金
)
午
前
十
時
　
講

師
―
岩
佐
マ
チ
氏
(
材
料
費
二
百
円
)
ハ
サ
ミ
持
参

お
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
―
同
セ
ン
タ
ー
事
業
係
へ
ど
う
ぞ
(
月
曜

日
は
休
館
)
。
　
六
〇
五
―
七
一
〇
一

■
レ
コ
ー
ド
浪
曲
観
賞
会

中
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
(
関
原
二
丁
目
一
〇
―
一
〇
)
で
は
、お
と

し
よ
り
の
た
め
に
、レ
コ
ー
ド
に
よ
る
浪
曲
観
賞
会
を
行
な
い
ま
す
。広

く
涼
し
い
部
屋
で
浪
曲
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

七
月
二
十
二
曰
(
木
)
=
二
代
目
玉
川
勝
太
郎
・
三
代
目
玉
川
勝
太
郎
・
伊
丹
秀
子

七
月
二
十
九
日
(
木
)
=

春
日
井
梅
鴬
・
春
日
井
加
寿
子

時
間
は
、い
ず
れ
も
午
後
一
時
か
ら
で
す
。

天
文
教
室
(
小
学
校
高
学
年
)

八
月
に
は
、火
星
が
大
接
近
し
ま
す
。こ
れ
を
中
心
に
夏
休
み
中
、山

や
海
、
田
舎
な
ど
へ
行
っ
て
夜
空
を
眺
め
る
と
き
の
予
備
知
識
と
し
て

「
天
文
教
室
」
を
開
き
ま
す
。

期
間
―
七
月
二
十
七
日
(
火
)
～
八
月
四
日
(
水
)
　
時
間
―
午
後
十
時

～
午
後
〇
時
　
対
象
―
小
学
校
高
学
年
　
定
員
―
二
〇
名
　
講
師
―
福
村

治
雄
氏科

学
教
室
(
低
学
年
)

植
物
や
昆
虫
採
集
の
し
か
た
、蛙
や
魚
な
ど
の
解
剖
、そ
の
他
毎
週
テ

―
マ
を
変
え
て
行
な
い
ま
す
。

期
間
―
夏
休
み
中
(
七
月
二
十
一
日
～
八
月
三
十
一
日
)
の
毎
週
金
曜
日
　

時
間
―
午
前
十
時
～
午
後
〇
時
　
対
象
―
低
学
年
　
定
員
―
二
〇
名

問
い
合
わ
せ
は
、同
セ
ン
タ
ー
へ
ど
う
ぞ
。(
月
曜
日
は
休
館
)
　
八

九
七
―
五
〇
一
六

■

こ

ど

も

の

集

い

西
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
(
鹿
浜
二
丁
目
二
四
―
二
)
で
は
「楽
し
い

こ
ど
も
の
集
い
」を
開
催
し
ま
す
。お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。(
月

曜
日
は
休
館
)
　

八
九
七
―
五
〇
一
六

【
七
夕
ま
つ
り
こ
ど
も
大
会
】　
七
月
七
日
(
水
)
午
後
二
時

【映
画
会
】　
七
月
十
一
日
(
日
)
=
キ
ツ
ネ
の
ホ
ー
ム
ラ
ン
王
・
北
風

の
く
れ
た
テ
ー
ブ
ル
か
け
・
と
ん
ち
坊
や
と
王
さ
ま
・
う
さ
ぎ
と
亀
の
決

勝
戦
　
七
月
十
八
日
(
日
)
=
つ
る
の
お
ん
が
え
し
・
ふ
し
ぎ
な
に
し
き

お
り
　
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
二
時

【ス
ラ
イ
ド
】　
七
月
二
十
五
日
(
日
)
午
後
二
時
　
わ
ら
し
べ
長
者
・

港
に
つ
い
た
く
ろ
ん
ぼ
・
三
年
ね
た
ろ
う
・
二
十
四
の
ひ
と
み
・
人
魚
ひ
め

【
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
】　
七
月
二
十
九
日
(
木
)
午
後
二
時

【
ど
じ
よ
う
つ
か
み
大
会
】　
七
月
三
十
一
日
(
土
)
午
後
二
時
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中
央
公
園
に
蒸
気
機
関
車

7
月
5
日
か
ら
公
開

い
ま
東
京
で
は
蒸
気
機
関
車
を
み
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。区
内
を
走
っ
て
い
る
常
磐
線
か
ら
も
、蒸
気
機
関
車
に
よ
る
急
行
列
車
は
、去

る
四
十
四
年
三
月
十
五
日
限
り
で
廃
止
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。そ
こ
で
、区
で
は
そ
の
「消
え
ゆ
く
蒸
気
機
関
車
」を
い
つ
ま
で
も
残
そ
う

と
考
え
、区
民
の
み
な
さ
ん
の
た
め
に
そ
れ
を
ゆ
ず
っ
て
く
れ
る
よ
う
、国
鉄
に
お
願
い
し
て
い
ま
し
た
。そ
の
夢
が
、こ
の
六
月
二
十
二
日
、

か
な
え
ら
れ
、
大
阪
の
亀
山
機
関
区
で
廃
車
に
な
っ
た
蒸
気
機
関
車
を
区
が
借
り
受
け
て
、
区
立
中
央
公
園
(
中
央
本
町
一
丁
目
十
一
―
四
/

区
立
文
化
会
館
隣
り
)
に
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

。

機
関
車
は
、
二
〇
㍍
の
レ
ー
ル
の
上

に
置
き
、
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
も
つ
く
り

ま
す
。
そ
し
て
、
屋
根
も
つ
き
ま
す
。

開
放
は
、
七
月
五
日
(
月
)
か
ら
。

時
間
は
、
毎
日
午
前
九
時
か
ら
午
後
五

時
ま
で
。

わ
た
し
の
名
前
は

C
5
0
7
5

わ
た
し
は
、C
5
0
7
5

と
い
う
蒸

気
機
関
車
で
す
。
こ
ん
ど
足
立
区
の
よ

い
子
の
み
な
さ
ん
と
お
友
だ
ち
に
な
る

た
め
、
中
央
公
園
に
や
っ
て
き
た
も
の

で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
。

わ
た
し
は
、
昭
和
四
年
十
二
月
七
日

生
ま
れ
(
完
成
)
で
す
。
そ
し
て
、
お

も
に
山
陰
線
と
関
西
本
線
な
ど
で
働
き

お
客
さ
ま
を
乗
せ
て
走
る
列
車
を
引
い

て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
あ
と
か
ら
生
ま
れ
た
電
気

機
関
車
や
新
幹
線
な
ど
に
活
躍
の
座
を

ゆ
ず
り
、
わ
た
し
も
、
昭
和
四
十
一
年

限
り
で
引
退
し
ま
し
た
。
そ
し
て

、
こ

ん
ど
、
み
な
さ
ん
の
お
友
だ
ち
と
し
て

や
っ
て
き
た
わ
け
で
す
。

仲

よ

く

し

て

ね

わ
た
し
は
、
働
い
て
い
た
と
き
の
ま

ま
の
姿
で
、こ
こ
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
機
関
車
を
知
ら
な
い
お
友
だ

ち
に
、
で
き
る
だ
け
そ
の
時
の
姿
を
見

て
も
ら
お
う
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

で
す
か
ら
、
わ
た
し
の
か
ら
だ
を
た

た
い
た
り
、
手
や
足
を
も
ぎ
と
っ
た
り

し
て
、
み
な
さ
ん
が
い
じ
め
た
り
し
ま

す
と
、わ
た
し
は
、自
分
の
家
(
国
鉄
)

に
帰
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ど
う
ぞ
、
い
つ
ま
で
も
、
仲
よ
し
で

い
て
く
だ
さ
い
。

わ

た

し
の

重

さ

は
6
0

㌧

わ
た
し
の
名
ま
え
、C
5
0
7
5

は

こ
う
い
う
意
味
で
す
。

C
は
、
動
輪
の
数
が
三
つ
あ
る
と
い

う
こ
と
。5
0
は
、わ
た
し
の
型
式
名
。

そ
し
て
、7
5

は
、
そ
の
型
の
機
関
車

の
七
十
五
番
目
に
で
き
た
も
の
、
と
い

う
意
味
で
す

。

ま
た
、
長
さ
は
一
六
㍍
六
八
㌢
、
高

さ
三
㍍
八
八
㌢
、
重
さ
六
〇
㌧
で
す
。

そ
し
て
、
わ
た
し
の
足
(
動
輪
)
は
直

経
一
㍍
五
六
㌢
も
あ
り
、
客
車
に
人
を

乗
せ
て
一
〇
両
も
引
っ
ぱ
れ
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
、
わ
た
し
の
よ
い
お
友
だ

ち
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。

みんな見にきてね!

8 月1 日 か ら

栗原・六月地区に住居表示
栗原一・二丁目　六月三丁目が誕生

昭
和
四
十
六
年
八
月
一
日
か
ら
次
の

町
区
域
に
住
居
表
示
を
実
施
し
ま
す
。

今
回
の
対
象
区
域
は
、
栗
原
町
・
六

月
町
の
各
一
部
で
、
世
帯
数
は
約
二
千

三
百
世
帯
。新
町
名
は
、栗
原
一
・
二
丁

目
、六
月
三
丁
目
と
な
り
、図
の
よ
う
に

町
区
域
が
変
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

新
し
い
町
の
面
積
は
、
栗
原
一
丁
目

〇
・
一
四
平
方
㌔
㍍
、
同
二
丁
目
〇
・

一
八
平
方
㌔
㍍
、
六
月
三
丁
目
〇
・
一

一
平
方
㌔
㍍
、
令
計
〇
・
四
六
平
方
㌔

㍍
で
す
。

ま
た
、
こ
れ
と
同
時
に
竹
の
塚
一
丁

目
に
栗
原
町
・
六
月
町
の
各
一
部
が
、

島
根
四
丁
目
に
栗
原
町
の
一
部
が
そ
れ

ぞ
れ
編
入
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
で
、住
居
表
示
実
施
面
積
は
、

二
七
・
八
三
平
方
㌔
㍍
と
な
り
、予
定

面
積
(
市
街
地
)
三
一
・
五
五
平
万
㌔

㍍
の
八
八
・
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
実
施

し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

住
所
変
更
手
続
を

住
居
表
示
が
実
施
さ
れ
る
と
、
通
信

訪
問
な
ど
に
た
い
へ
ん
便
利
に
な
り
ま

す
。
住
居
表
示
が
実
施
さ
れ
た
区
域
に

関
係
あ
る
か
た
で
、
次
の
よ
う
な
場
合

は
、
「
住
所
変
更
届
」
を
お
忘
れ
な
く

お
出
し
く
だ
さ
い
。

▽
土
地
、
家
屋
な
ど
の
所
有
者
の
住
所

▽
自
動
車
運
転
免
許
証
の
住
所

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

な
お
「
住
居
表
示
変
更
証
明
書
」
は

区
役
所
住
居
表
示
課
、
あ
る
い
は
管
轄

の
出
張
所
で
八
月
一
日
か
ら
無
料
で
発

行
し
ま
す
。

知
人
な
ど
に
通
知
を

ハ
ガ
キ
を
一
世
帯
に
二
〇
枚
お
届
け

し
ま
す
。
知
人
・
取
引
先
な
ど
に
早
く

住
所
が
変
わ
っ
た
こ
と
を
知
ら
せ
ま
し

ょ
う
。
な
お
、
大
量
に
ハ
ガ
キ
を
使
用

さ
れ
る
時
は
、
私
製
ハ
ガ
キ
四
〇
〇
枚

ま
で
無
料
配
達
の
取
扱
い
を
受
け
ら
れ

ま
す
。
く
わ
し
く
は
足
立
北
郵
便
局
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

八
八
四
―
一
四
七
七

住
居
表
示
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ

せ
は
区
役
所
住
居
表
示
課
へ
。

第二十二 次住 居表示 実施区域略図

8
月
か
ら
変
わ
り
ま
す

国
保
の
保
険
証

現
在
、
皆
さ
ん
が
お
持
ち
に
な
っ
て

い
る
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
証

(
ふ
じ
色
)
は
七
月
三
十
一
日
で
有
効

期
限
が
切
れ
、
八
月
一
日
か
ら
は
新
し

い
保
険
証
(
白
茶
色
)
に
変
わ
り
ま
す
。

新
し
い
保
険
証
は
、
七
月
中
に
皆
さ
ん

の
お
手
も
と
に
郵
送
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
も
し
、
七
月
中
に
と
ど

か
な
い
と
き
は
、
区
役
所
国
保
課
へ
。

ま
た
、
新
し
い
保
険
証
を
お
受
け
と

り
に
な
り
ま
し
た
ら
、
か
な
ら
ず
記
載

内
容
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
も
し
、

ま
ち
が
い
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
す
ぐ
国

保
課
か
、
も
よ
り
の
出
張
所
へ
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。

新
し
い
保
険
証
の

交
付
に
つ
い
て
は

一
　
住
居
表
示
の
施
行
に
伴
い
、
一
部

保
険
証
の
記
号
番
号
を
変
更
し
て
あ

り
ま
す
。

二
　
皆
さ
ん
の
届
け
出
と
住
民
基
本
台

帳
の
記
載
(
例
―
世
帯
構
成
・
氏
名

・
生
年
月
日
)
が
一
致
し
な
い
も
の

は
、
住
民
票
の
と
お
り
訂
正
し
ま
し

た
。

三
　
健
康
保
険
・
共
済
組
合
等
の
被
扶

養
者
と
し
て
当
然
職
場
の
保
険
に
加

入
で
き
る
と
思
わ
れ
る
該
当
者
で
区

か
ら
の
照
会
に
対
し
、
回
答
の
な
か

っ
た
か
た
に
つ
い
て
は
交
付
を
保
留

し
ま
し
た
。

古
い
保
険
証
は
八
月
に
な
り
ま
し
た

ら
、
国
保
課
・
も
よ
り
の
出
張
所
あ
る

い
は
、
徴
収
に
お
伺
い
す
る
国
保
課
職

員
に
お
返
し
く
だ
さ
い
。

は
か
り
を
お
持
ち
で
す
か
!

お
た
く
の
は
か
り
は
正
確
で
す
か
?
　

は
か
り
の

定
期
検
査
を
行
な
い
ま
す
。
お
近
く
の
会
場
で
お
受

け
く
だ
さ
い
。
時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
前
九
時
三
十

分
か
ら
午
後
三
時
ま
で
で
す
。

日
程
と
会
場

▼
七
月
九
日
(
金
)
足
立
市
場
▼
十
日
(
土
)
・
十

二
日
(
月
)
千
寿
第
二
小
▼
十
三
日
(
火
)
・
十
四

日
(
水
)
千
寿
第
四
小
▼
十
五
日
(
木
)
・
十
六
日
(

金
)
千
寿
第
三
小
▼
十
七
日
(
土
)
宮
城
小
▼
十

九
日
(
月
)
新
田
小
▼
二
十
日
(
火
)
鹿
浜
小
▼
二

十
一
日
(
水
)
高
野
小
▼
二
十
二
日
(
木
)
・
二
十

三
日
(
金
)
西
新
井
第
一
小
▼
二
十
四
日
(
土
)
伊

興
小
▼
二
十
六
日
(
月
)
渕
江
小
▼
二
十
七
日
(
火
)

渕
江
第
一
小
▼
二
十
八
日
(
水
)
島
根
小
▼
二
十
九

日
(
木
)
か
ら
三
十
一
日
(
土
)
ま
で
本
木
小
▼
八

月
二
日
(
月
)
か
ら
五
日
(
木
)
ま
で
第
九
中
▼
六

日
(
金
)
・
九
日
(
月
)
弘
道
小
▼
十
日
(
火
)
綾

瀬
小
▼
十
一
日
(
水
)
中
川
小
▼
十
二
日
(
木
)
・

十
三
日
(
金
)
大
谷
田
小

ま
た
、こ
れ
ら
と
は
別
に
東
京
都
計
量
検
定
所
(
港

区
海
岸
一
丁
目
七
―
四
　
四
三
四
―
七
二
五
一
)
で

七
月
九
日
か
ら
十
一
月
三
十
日
ま
で
(
土
曜
日
・
日

曜
日
お
よ
び
祝
祭
日
を
除
く
)
の
午
前
九
時
三
十
分

か
ら
午
後
四
時
三
十
分
ま
で
受
け
つ
け
て
い
ま
す
。

開
館
時
間
を
延
長

区

立
中

央

図
書

館

区
立
中
央
図
書
館
で
は
、
み
な
さ
ん

の
ご
要
望
に
こ
た
え
て
、
開
館
時
間
を

夜
の
七
時
三
十
分
ま
で
延
長

し
ま
し

た
(
四
月
二
十
日
か
ら
)
。
ど
う
ぞ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
月
曜
日
は
休
館
日
。

八
四
〇
―
四
六
四
六

開
館
時
間

□
毎
週
火
・
水
・
木
・
金
曜
日
は
…
午

前
九
時
～
午
後
七
時
三
十
分

□
毎
週
土
曜
日
・
日
曜
日
は
…
午
前
九

時
～
午
後
五
時

た
だ
し
、
高
校
生
以
上
の
学
生
、
一

般
の
か
た
に
限
り
ま
す
。

※
フ
ィ
ル
ム
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
レ
コ
ー

ド
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
団
体
貸
出
、
展
示

会
は
、
午
後
五
時
ま
で

。

草

刈

機

を

お

貸

し

し

ま

す

昨
年
十
二
月
に
、
草
刈
条
例
が
制
定

さ
れ
、
あ
き
地
の
雑
草
を
取
り
除
こ
う

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

区
で
は
、
自
動
草
刈
機
を
十
三
台
用

意
し
、
も
よ
り
の
出
張
所
に
配
置
し
ま

し
た
の
で
、ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
配
置
・
申
し
込
み
場
所
―
第
八
・
九

・
十
・
十
一
・
十
三
・
十
四
・
十
五

・
十
六
・
十
七
・
十
八
・
十
九
・
東

綾
瀕
・
東
栗
原
出
張
所

▽
お
貸
し
す
る
対
象
者
―
区
内
に
あ
き

地
を
お
も
ち
の
か
た
、
お
よ
び
区
内

に
お
住
ま
い
の
か
た

▽
使
用
料
―
無
料

▽
修
理
費
用
―
機
具
を
破
損
し
た
場
合

は
、
借
り
た
か
た
の
負
担
と
な
り
ま

す
。

▽
お
貸
し
す
る
期
間
―
十
日
以
内

く
わ
し
く
は
、
区
役
所
保
健
衛
生
係

あ
る
い
は
、
も
よ
り
の
出
張
所
へ
ど
う

ぞ
。悪

臭

防

止

に

ご

協

力

く

だ

さ

い

夏
に
な
る
と
、
下
水
道
の
悪
臭
に
つ

い
て
の
苦
情
が
ふ
え
ま
す
。
そ
の
原
因

の
多
く
は
、
ビ
ル
等
の
地
下
汚
水
槽
で

す
。ビ

ル
等
の
所
有
者
や
管
理
人
の
か
た

は
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
、
悪
臭
防

止
に
ど
う
ぞ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▼
汚
水
槽
の
清
掃
を
十
分
に
行
な
い
、

沈
で
ん
物
を
と
り
除
い
て
、
常
に
槽

を
き
れ
い
に
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
汚
水
な
ど
を
、
い
つ
ま
で
も
溜
め
て

お
か
ず
に
、
こ
ま
め
に
小
量
ず
つ
排

水
す
る
よ
う
、
ポ
ン
プ
の
運
転
間
隔

を
短
縮
し
て
く
だ
さ
い
。

■
固
定
資
産
税

(
第
二
期
分
)

7
月
3
1日
が
納
期
で
す

■

告

知
版

国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

国
民
年
金
の
掛
金
第
二
期
分
(
七
月

～

九
月
)
の
納
期
限
は
七
月
三
十
一
日

で
す
。
掛
金
は
お
勤
め
先
や
お
住
い
の

近
く
に
あ
る
銀
行
・
信
用
金
庫
・
信
用

組
合
あ
る
い
は
郵
便
局
で
払
い
込
め
ま

す
。被

保
険
者
の
皆
さ
ん
の
手
も
と
へ
納

付
書
が
着
く
の
は
、七
月
十
日
ご
ろ
の

予
定
で
す
が
、そ
の
こ
ろ
が
過
ぎ
て
も

納
付
書
が
届
か
な
い
と
き
は
、区
役
所
年

金
課
検
認
係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

「
都
民
の
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
」

参

加

者

募

集

都
清
掃
局
で
は
、
年
々
激
増
、
複
雑

化
し
、
さ
ら
に
生
活
環
境
を
破
壊
し
つ

つ
あ
る
「
東
京
の
ご
み
」
に
つ
い
て
、

と
も
に
考
え
、
よ
り
よ
い
清
掃
事
業
の

確
立
を
は
か
る
た
め
に
、
「
都
民
サ
マ

ー
ス
ク
ー
ル
」
を
開
講
し
ま
す
。

▼
テ
ー
マ
　
住
み
よ
い
町
づ
く
り
を
考

え
る

▼
内
容
　
講
演
・
映
画
・
施
設
見
学
会

・
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム

▼
講
師
　
都
立
大
教
授
柴
田
徳
衛
氏
・

全
地
婦
連
会
長
山
高
し
げ
り
氏
・
作
家

平
岩
弓
枝
氏
・
評
論
家
樋
口
恵
子
氏
・

都
知
事
美
濃
部
亮
吉
氏
・
都
公
害
研
究

所
長
戒
能
通
孝
氏

▼
期
間
　
八
月
十
三
日
(
金
)
・
十
四

日
(
土
)
・
十
六
日
(
月
)

▼
会
場
　
東
京
商
工
会
議
所
(
千
代
田

区
丸
ノ
内
三
丁
目
二
―
二
)

▼
募
集
人
員
　
三
〇
〇
名

▼
応
募
方
法
　
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名

・
年
齢
・
応
募
理
由
を
簡
単
に
記
入
の

う
え
、
七
月
二
十
四
日
(
土
)
ま
で
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
あ
て
先
　
(

〒
一
〇
〇
)
千
代
田
区

丸
ノ
内
三
丁
目
八
―
一
　
東
京
都
清
掃

局
総
務
部
普
及
課
広
報
係
　
　
二
一
二

―
五
一
一
一
内
線
四
三
八
九
・
三
二
八

八
・
三
二
八
九

■

第

五

回

足

立

区

展

区
と
教
育
委
員
会
で
は
、
「第
五
回
足
立
区
展
」を
開
催
し
ま
す
。こ

れ
は
、
み
な
さ
ん
の
つ
く
っ
た
作
品
の
展
覧
会
で
す
か
ら
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

展
覧
期
日
　

【
洋
画
・
彫
塑
展
】
七
月
十
一
日
(
日
)
～
十
六
日
(
金
)

【
書
道
展
】
小
学
生
…
七
月
十
八
日
(
日
)
～
二
十
日
(
火
)
/

一
般
(

中
学
生
以
上
)
…
七
月
二
十
一
日
(
水
)
～
二
十
三
日
(
金
)

展
覧
時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
前
九
時
か
ら
午
後
六
時

会
場
　
足
立
区
産
業
振
興
館
ホ
ー
ル
(
足
立
区
役
所
隣
り
)

応
募
資
格
　
足
立
区
内
在
住
、
在
勤
者
、
足
立
区
出
身
者
<
一
般
公
募
>

搬
入
日
時
　
洋
画
・
彫
塑
―
七
月
九
日
(
金
)
午
前
九
時
～
午
後
七
時

書
道
―
七
月
十
六
日
(
金
)
午
後
五
時
～
七
時

搬
出
日
時
　
洋
画
・
彫
塑
―
七
月
十
六
日
(
金
)
午
後
五
時
～
七
時

書
道
―
七
月
二
十
三
日
(
金
)
午
後
五
時
～
七
時
　
展
覧
会
場

く
わ
し
く
は
教
育
委
員
会
文
化
係
へ
ど
う
ぞ
。

■

第
2
4

回

足

立

区

水

泳

競

技

大

会

水
泳
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
区
と
教
育
委
員
会
で
は
、
次
の
と
お
り
水
泳

競
技
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

競
技
種
目
　
背
泳
/
自
由
形
/
平
泳
/
バ
タ
フ
ラ
イ
/
個
人
メ
ド
レ
ー

/
リ
レ
ー
/
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー

日
時
　
八
月
十
五
日
(
日
)
午
前
九
時
競
技
開
始
(
雨
天
決
行
)

場
所
　
区
体
育
館
プ
ー
ル
(
中
央
本
町
一
丁
目
一
七
―
二
　
　
八
八
六

―
六
〇
一
三
)

参
加
資
格
　
区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
か
た
(
た
だ
し
、
小
学
校
五

年
生
以
上
の
健
康
良
好
な
か
た
)

申
込
み
期
日
　
八
月
四
日
(
水
)
午
後
五
時
ま
で
(
郵
送
の
場
合
は
八

月
三
日
の
消
印
が
あ
れ
ば
有
効
)

申
込
み
方
法
　
係
に
備
え
つ
け
の
所
定
用
紙
を
使
用
し
直
接
あ
る
い
は

郵
送
で
。
く
わ
し
く
は
、
教
育
委
員
会
体
育
係
へ
ど
う
ぞ
。

■ 社 会を 明 る くす る運 動 月 間7 月1 日 ～31 日　 ■ お 出 かけ は 、 一声 か け て 、鍵 か け て。


